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　５月27日、大手門パルズにおいて「労働者保
護ルール改悪阻止！５.27全国統一集会」を開催
し、約200人の組合員が結集し、労働者保護ルー
ルの改悪を阻止しようと気勢をあげました。
　いま、政府は、成長戦略の名のもとに、働く者
の雇用をおびやかすような労働者保護ルールの
改悪（＝解雇ルールや労働時間ルールなどの緩
和）を行おうとしています。職業を持つ人の９
割が雇用労働者である「雇用社会日本」において、
働く者の犠牲の上に成長戦略を描くことなど決

して許されるものではありません。連合は、労働者保護を後退させ、格差社会を拡大
させるこうした動きに、断固反対します。
　大泉連合山形会長は、「ブラック職場の根絶と労働者保護ルール改悪阻止の闘いを
セットにして闘わなければならない。」とし、若者や職場の仲間に広く訴えるよう呼び
かけました。また、来春の統一自治体選挙にふれ、「３月議会から、労働者保護ルール
改悪に反対する意見書採択の取り組みを行っているが、自民党会派
の強いところでは、意見書採択が否決されている。来年の統一自治
体選挙では、組織内候補や推薦候補を増やしていくようにしなけれ
ばならない。」と訴えました。
　集会には、国際労働財団の招聘事業として来県しているタイ・イ
ンドネシアの労組活動家の皆さんも参加し、代表して二人から、「労
働者の労働条件を悪くする制度を阻止しよう。ガンバロー！」と力
強い連帯のアピールをいただきました。
　政党からは、民主党山形県連吉村和武幹事長と社民党山形県連広
谷五郎左ェ門代表代行、構成組織代表としてＪＰ労組山形中央支部
の横沢総分会長、自治労村山総支部の花輪委員長が決意表明を行い
ました。
　この日は、全国で統一日程での集会を開催、本部と全国の地方連
合会とがインターネット回線を使っての初めての集会となり、東京
で開催されている中央集会の状況がスクリーンに映し出され、古賀

伸明連合会長は、「労働者保護ルールは働く者が人足るに値する生活を営むための最低
限のルール。それに岩盤規制とレッテルを貼り、働く者の犠牲の上に成長戦略を描く
ことなど決して許せない。全国の全ての働く者の声を結集し、６月に予定されている
政府の方針にこうした労働者保護ルールの改悪が盛り込まれるのを阻止していかなけ
ればいけない。」と訴えました。
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ITUCタイ協議会
クランジャントル氏

インドネシア労働組合
総連合ジャズリ氏

広谷五郎左エ門
社民党山形県連代表代行

自治労村山総支部
花輪委員長

JP労組山形中央支部
横沢総分会長

労働者保護ルール改悪阻止！
5.27全国統一結集集会を開催
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　₄月２６日（土）山形市霞城
公園ソフトボール場を会場
に、汗ばむほどの好天候の中、
２０１４山形県中央メーデーが
「力合わせよう！心つなげよ
う！みんなでつくろう働き続
けられる安心社会を！」をメ
インスローガンとして盛大に
開催され、１，５００名を超える組
合員と家族らが参加しました。
　式典に先立ち山形市第二公
園からスタートしたデモ行進
では、参加者たちが「労働者
保護ルールの改悪反対！」「労
働者派遣法の見直し反対！」
など労働者保護法の改悪に反
対するプラカードを持ちながら訴えていました。
　式典では、大会実行委員長の大泉連合山形会長が、「今年の春闘は
大手でベースアップと一時金の引上げが行われ、10年来の連合の主
張がようやく認められた結果であり、中小においても昨年より高い
水準での妥結となっている。連合の当面する最大の課題は、安倍政
権による労働者保護ルールの改悪を断固阻止する取組みだ。」などと
挨拶しました。
　来賓として、吉村県知事、瀧井山形副市長、近藤民主党県連会長、
広谷社民党県連代表代行が挨拶をされました。
　式典後には、震災被災地の物産や各組織から提供された景品とし
た「お楽しみ大抽選会」や「県内のゆるキャラ」や「イモニレン
ジャーショー」、青年委員会による「探して・ナゾ解き・宝ＴＯＲ
Ｕ！（ウォークラリー）」などが行われました。また、会場では、ス
ペシャルオリンピックス山形加盟団体、ＮＰＯ・ＮＧＯ団体による
出店なども行われ、「団結」を深める１日となりました。

「２０１４山形県
　中央メーデー」に1500人が集う
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山形県内メーデーの開催状況

酒田飽海地区（4月26日）

北西村山地区（4月26日）

東置賜地区（４月29日）

鶴岡田川地区（4月26日）

天童地区（4月26日）

上山地区（5月1日）

新庄最上地区（5月1日）

米沢地区（４月27日）

西置賜地区（5月1日）

地協名 開催地区 開催日時 会　　場 参加人数 備　　考 天気

山　　形

山形県中央メーデー ４月26日（土）10：00〜 山形市・霞城公園 1,500 デモ、式典、イベント 快晴

上山地区メーデー ５月１日（木）13：00〜 上山市生涯学習センター広場 100 デモ、式典 曇り

天童地区メーデー ４月26日（土）９：30〜 天童市スポーツセンター 500 式典、イベント 快晴

酒田飽海 酒田飽海地区メーデー ４月26日（土）９：30〜 日和山公園 800 デモ、式典、イベント 快晴

鶴岡田川 田川地区中央メーデー ４月26日（土）10：30〜 鶴岡市・鶴岡公園 850 デモ、式典、イベント 快晴

新庄最上 最上地区メーデー ５月１日（木）10：00〜 アビエス 350 デモ、式典、イベント 曇り

北西村山 北西村山地区メーデー ４月26日（土）10：15〜 寒河江八幡公園 650 デモ、式典、イベント 快晴

置　　賜

南陽・東置賜地区メーデー ４月29日（火）８：45〜 南陽市烏帽子山公園 400 デモ、式典、イベント 晴れ

西置賜地区中央メーデー ５月１日（木）18：00〜 長井市・市民文化会館 100 式典、イベント 小雨

米沢地区メーデー ４月27日（日）10：00〜 米沢総合公園 450 デモ、式典、イベント 晴れ

10地区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,700名

各地区のメーデー



連合山形ニュース

（4）

　３月下旬以降、中小地場労組の交渉が本格化することから、今春闘においての労働組合の社会的役割や、春
闘の重要性を強く訴えるため、各地域協議会と共に連合山形大泉会長が県内10個所において街頭行動を行い、
職場訪問で労組役員の激励を行うなど、春闘勝利に向けての取り組みを展開しています。

　アベノミクス効果による大幅な賃上げの期待感が報道されて
いましが、４月２４日現在の集計状況では、昨年を要求額、回答
妥結額は上回るものの、先行組合の波及効果が表れていない状
況です。まだ、未妥結、未報告の単組が多い中で、先行組合の
うねりに続く粘り強い交渉が必要です。まだ、妥結していない
組合は、最後まで粘り強く交渉をしましょう！
　２０１４春闘賃上げ対象組合は、連合山形傘下で１８７組合ですが、
４月２４日までに報告のあった要求提出組合は６６組合（35.3％）、
回答・妥結組合は全体で３０組合（16.0%）です。
　４月２４日現在の平均賃上げ方式の妥結金額は、加重平均で３，９９０円（1.57％）となっており、前年比６０４円上回って
います。単純平均では４，０２０円（1.58％）で、前年比７６９円上回っています。

鶴岡田川地域協議会

新庄最上地域協議会

酒田飽海地域協議会

山形地域協議会

北西村山地域協議会

置賜地域協議会

ベースアップ獲得へ
　最後までねばろう！2014春闘

2014春闘　平均要求・妥結額について（4月24現在の金額要求組合で集計）
加重要求額 ６，６６２円（2.16％）　 昨年同期比　＋2,149円

単純要求額 ６，３６４円（2.50％） 昨年同期比　＋1,759円
加重回答・妥結額 ３，９９０円（1.57％） 昨年同期比　＋604円
単純回答・妥結額 ４，０２０円（1.58％） 昨年同期比　＋769円
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　連合の関連団体である、「国際労働財団」の事業として、タイ、インドネシアより労働組合の若手役員の方々が５
月２７ 〜 ２８日の日程で山形県を訪問し、連合山形がコーデネート役をつとめ、研修を行いました。
　一行は、吉村県知事を表敬訪問、その後旧県庁や霞城公園を散策し、ハローワーク山形、ハローワークプラザ（山
形テルサ）では、年金や雇用保険、職業紹介などの業務について説明を受けました。
　その後、連合山形役員との懇談会では、タイ、インドネシアの雇用・賃金・男女間格差・労働組合の活動などが報
告され、連合山形女性委員会からは、男女平等参画、女性委員会の有無や活動内容、ジェンダーギャップについて、
また、青年委員会からは、労働組合として重点的に活動している事や非正規労働者等について質問し、意見交換を行

いました。
　歓迎レセプションでは、懇談会では聞けなかった事を
情報交換し、通訳を通さず身振り手振りで話をしている
光景も見られました。
　大正琴の演奏や花笠踊りの体験など、和気あいあいの
中にも充実したレセプションとなりました。
　一行は、２８日「山形カシオ」の工場を見学した後、山
寺の散策等を行い、この研修で学んだ、連合山形・行政
の取り組みについて、自国での労働運動に生かすべく多
くのことを学び一路帰途につきました。

国際労働財団「招へい事業」
タイ・インドネシアチームの訪問

連合山形役員との意見交換会

懇親会場にて（大泉会長とタイ・インドネシアチームの皆さん） 参加者全員で花笠踊りを楽しむ

（一社）

各種宴会
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山形県労福協
第４７回定時総会が開催

　５月２２日、大手門パルズにて（一
社）山形県労働者福祉協議会の「第４７
回定時総会」が開かれ、２０１３年度事業
報告および会計決算報告が承認されま
した。また、今回は、理事・監事の改
選期であり、新任者３名を含む１５名
（理事１３名、監事２名）が選任されま
した。理事長に大泉敏男連合山形会長
が再任され、専務理事には、高橋朗氏
が退任し、５月１４日に連合山形専門職
として採用された鈴木正弘連合山形福
祉対策部長が就任しました。

　５月１４日「大手門パルズ」を会場に「１０００万人連合
実現」をめざし、連合山形「第１回組織拡大委員会」
を３４名の参加により開催されました。
　大泉会長は「１０００万人連合実現に向けて、連合・構
成組織・地方連合が三位一体となり、目標達成に向け
汗をかき行動をお願いしたい。」と挨拶。
　連合本部総合組織局永井局長より「１０００万連合実現
プラン」について、①１０００万連合の全体像②新たな
「組織拡大行動」③三位一体での組織化④地方連合会
の三つの役割⑤組織拡大の本質と留意点について、各

地方連合会の組織拡大の取り組みの実例を紹介しながらレクチャーを受けました。
　その後、①２０１４年度組織状況について②２０１４年度連合山形組織拡大の具体的取
り組みについて③各構成組織の２０１４年度「組織拡大目標」について、地域協議会
での具体的な取り組み、構成組織での具体的な取り組みについて、組織化を進め
る具体的企業名をあげながら状況について情報交換を行いました。
　また、会議の冒頭で山形県高退連伊藤会長より、高退連も組織拡大に取り組ん
でおり退職者の高退連加入への要請がありました。
　最後に大泉会長より「組織化に教科書はない。机上の上で考えていても組織化
はできない。ターゲットを分析し、訪問活動で行動し、失敗しながら経験を積み
重ねことが組織拡大実現を成功することである。」とまとめ、組織拡大への取り
組みに対する決意を新たにしました。

2014年度「第１回組織拡大委員会」を開催

永井連合本部組織局長

役職名 氏　　名 所　　属 備考
理 事 長 大　泉　敏　男 連合山形
副理事長 門　脇　　　玄 東北労働金庫山形県本部
副理事長 三　澤　　　裕 全労済山形県本部
副理事長 武　田　　　豊 山形県労働者住宅生活協同組合
専務理事 鈴　木　正　弘 連合山形 新任
理 事 森　　　俊　幸 連合山形
理 事 高　橋　和　美 連合山形
理 事 佐　藤　久　志 東北労働金庫山形県本部
理 事 佐　藤　昇　治 全労済山形県本部
理 事 大　友　廣　和 山形県生活協同組合連合会
理 事 舘　内　　　悟 (一社)山形県勤労者福祉センター
理 事 山　口　　　清 (公財)山形県勤労者育成教育基金協会
理 事 梅　津　庸　成 (一社)山形県経済社会研究所 新任
監 事 柏　木　　　実 連合山形
監 事 金　田　宏　治 東北労働金庫山形県本部 新任
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　５月17日、「吉村美栄子後援会・経済人の会
合同総会」が山形市グランドホテルで開催さ
れ、県内一円から600名が参加しました。総会
では、12月に政治資金パーティーとして「吉
村美栄子と語る会」を開催することや、後援
会員数の拡大、女性の会・経済人の会の各地
区での結成などに取り組むことを確認しまし
た。
　吉村知事は、「これまでの成果を土台に本県
を発展させたい」と決意を述べました。

吉村知事後援会が
「経済人の会」との合同総会を開催

　４月９日（水）連合会館において「第２回構成組織・地方連合会女性代表者会議」が開催され、連合山形より、阿
部女性委員会副委員長・連合山形草刈書記局員が参加しました。
　会議では、初めに昭和女子大学現代ビジネス研究所の治部れんげ研究員より「アメリカおけるワーク・ライフ・バ
ランスと女性の活躍」と題する基調講演が行われ「アメリカでは育児支援制度が日本に比べて十分ではないが、重要
なポストに占める割合は日本より高く女性の活躍がなぜ進んでいるのか。」などの講演をうけました。
　連合非正規センター村上局長より、昨年度連合に寄せられた「働く女性の労働相談」内容や特徴についてと、６月
10、11日に予定されている「女性のための全国一斉労働相談」の開催についての労働相談の狙いについて説明を受け
ました。次いで、連合栃木組織局小平部長より「寄せられる相談内容や最近の傾向、解決に至るまでの流れ」につい
て実践的な報告を受けた後、圷（あくつ）弁護士よりセクハラ、パワハラ、マタハラを中心に「女性からの相談で多
い内容について、実際の判例を基にした」講義を受けました。
　翌10日（水）午前中は、前
日の会議に参加した方々を
中心に48名で国会見学と民主
党国会議員と連合地方女性代
表との意見交換会が実施され、
意見交換会には、衆・参議院
15名が参加、柚木道義男女平
等参画副委員長（参議院岡山
四区・比例中国）より、消費
税の使い道についてを中心と
した国会報告があり、その後
参加した皆さんと、それぞれ
の地元で起きている身近な問
題について積極的に意見交換
が行われました。

第２回構成組織・地方連合会女性代表者会議
民主党国会議員と連合地方女性代表との意見交換会を開催
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